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写真2・・・片倉工業取手製写真1…取手製作所での回転まぶ
作所（個人蔵）　　　　　し製作光景（取手教育委員会所蔵）

取
手
と
世
界
遺
産
・
国
宝
富

岡
製
糸
場
を
結
び
つ
け
る
も
の

釈
前
回
紹
介
し
た
第
三
代
と
五

代
目
の
富
岡
製
糸
場
所
長
を
務
め

た
若
塾
酢
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
他

に
、
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
片
倉
工
業
株
式
会
社

で
す
。
か
つ
て
取
手
駅
東
口
の
前
に
、

片
倉
工
業
の
取
手
製
作
所
が
あ
り

ま
し
ち
こ
こ
で
は
、
「
回
転
ま
ぶ
し
」

と
呼
ば
れ
る
、
蚕
が
繭
を
作
り
さ

な
ぎ
に
な
る
と
き
の
場
所
を
区
分
し

た
段
ボ
ー
ル
製
の
道
具
を
製
作
し

て
い
ま
し
た
（
写
真
1
）
。

写
真
2
は
、
発
行
年
は
不
明
で
す

が
、
片
倉
工
業
取
手
製
作
所
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
個
人
唇
の
裏
表
紙
に
使

用
さ
れ
て
い
る
取
手
製
作
所
の
写
真

で
す
。
住
所
が
取
手
町
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
昭
和
璧
1
9
7
0
）
年
の

市
制
施
行
以
前
で
あ
る
こ
と
は
分
か

り
ま
賃
紙
面
で
は
モ
ノ
ク
ロ
で
す

が
、
貴
重
な
カ
ラ
ー
写
真
で
す
。

片
倉
工
業
に
問
い
合
わ
せ
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和
貴
年
1
0
月
に
取
手
出

張
所
が
取
手
製
作
所
と
な
っ
た
そ
う

で
す
が
、
取
手
出
墓
所
の
開
設
年
代

は
、
会
社
に
も
記
録
が
な
く
、
分
か

ら
な
い
そ
う
で
す
。

昭
和
亜
年
1
0
月
に
は
、
取
手
製

作
所
は
現
在
の
埼
玉
県
加
須
市
に

移
転
し
、
跡
地
に
は
昭
和
亜
年
3
月
、

カ
タ
ク
ラ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
が

開
業
し
ま
し
ち
現
在
で
は
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
も
そ
の
姿
は
な
く
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
世
界
遺
産
・
国
宝
富
岡
製

糸
場
と
片
倉
工
業
に
は
、
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
1
4
年
9
月
、
片
倉
工
業
の

前
身
で
あ
る
片
倉
製
糸
紡
績
株
式

会
社
は
、
旧
官
営
富
岡
製
糸
場
（
当

時
は
株
式
会
社
富
岡
製
糸
所
）
を
合

憐
昭
和
紀
年
3
月
ま
で
富
岡
工
場

と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
し
ち
富
岡

工
場
の
操
業
停
止
後
も
、
約
1
8
年

間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
片
倉
工
業
は

施
設
の
維
持
・
保
全
に
努
め
、
平
成

1
7
年
に
は
建
物
を
富
岡
市
に
寄
贈

し
ま
し
ち

富
岡
製
糸
場
は
、
同
年
に
は
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平
成
嘉
年
に

は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
、

さ
ら
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
日
本
の
近
代
化
を
享
え
た
富
岡

製
糸
場
は
、
片
倉
工
業
の
手
に
よ
っ

て
守
b
れ
た
の
で
彗

■
お
わ
び
と
訂
正
　
ふ
る
さ
と
探

訪
⑲
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

わ
び
し
て
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま

す
。
（
誤
）
大
正
2
（
1
8
9
6
）
年

1
（
正
）
大
正
2
（
1
9
1
3
）
年


